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私たちは、大口町北地域自治組織とともにまちづくりに取り組んでいます。 
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 有志の皆さんと 

五条川の保存活動を 

進めています。 
 

大口町 NPO登録団体 

わくわくおおぐち21 

い
ま
す
。
是
非
こ
の
機
会

に
空
き
巣
、
忍
び
込
み
等

の
被
害
か
ら
自
ら
を
守
る

知
恵
を
得
て
く
だ
さ
い
。 

 

な
お
、
防
犯
教
室
終
了

後
に
は
、
青
色
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
隊
の
出
発
式
が
行

わ
れ
ま
す
。 

 

 

平
成

26

年

11

月
８
日

（
土
）
大
口
町
健
康
文
化

セ
ン
タ
ー
４
階
ほ
ほ
え
み

ホ
ー
ル
で
、
講
師
に
防
犯

設
備
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
招

き
「
防
犯
教
室
～
住
宅
対

象
の

侵
入

盗
被

害
防

止

～
」
を
開
催
し
ま
す
（
大

口
町
地
域
安
全
パ
ト
ロ
ー

ル
協
議
会
共
催
、
江
南
警

察
署
後
援
）
。 

 

今
回
は
住
宅
へ
の
侵
入

手
口
の
実
演
（
ガ
ラ
ス
を

実
際
に
割
る
等
）
を
交
え

て
の
講
話
と
な
り
ま
す
。 

 

町
内
で
は
、
９
月
末
か

ら
事
務
所
荒
ら
し
等
が
多

数
発
生
、

10
月
に
入
っ
て

か
ら
は
大
口
・
扶
桑
両
町

で
ガ
ラ
ス
割
り
等
に
よ
る

空
き
巣
被
害
が
多
発
し
て 

◆
北
地
域
の
標
語 

 

ポ
ス
タ
ー
・
作
文
募
集 

  

大
口
町
北
地
域
自
治
組

織
で
は
、
自
治
組
織
の
活

動

を

広

く

知

っ

て

も

ら

い
、
住
み
よ
い
北
地
域
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、
４

つ
の
事
業
部
会
（
防
犯
・

防
災
・
福
祉
・
環
境
）
毎

の

テ

ー

マ

に

沿

っ

た

標

語
・
ポ
ス
タ
ー
・
作
文
を

募
集
し
ま
す
。
詳
し
く
は

チ

ラ

シ

を

ご

覧

く

だ

さ

い
。 

 

な
お
優
秀
な
作
品
は
、

の

ぼ

り

旗

に

掲

載

す

る

等
、
今
後
の
自
治
組
織
の

事
業
に
活
用
し
て
い
き
ま

す
。 

 

北
地
域
全
体
で
取
り
組

む
事
業
で
す
の
で
、
是
非

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。 

防
犯
教
室
に
参
加
し
よ
う 

ま
ち
づ
く
り
レ
ポ
ー
ト 

  

９
月
28
日
に 

河
北
区
避
難
訓 

練
が
河
北
グ
ラ
ウ
ン
ド
駐

車
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

140
名
が
参
加
し
、
防
災
器

具
、
備
蓄
品
の
展
示
説
明

や
応
急
担
架
づ
く
り
、
放

水
訓
練
等
を
実
施
し
ま
し

た
。
災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
方
々
も
応
援
に
駆

け
付
け
、
豚
汁
の
炊
き
出

し
を
行
い
ま
し
た
。 

 

防
災
部
会
は
、
区
と
と

も
に
災
害
に
強
い
地
域
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す
。 

地域に根ざし地元に密着した 

    住まいづくりをご提案します。  

 

 平成２６年１１月８日（土）  

◆防犯教室 

 時間 午前 10 時から 

（１時間３０分を予定） 

 場所 大口町健康文化センター 

   ４階 ほほえみホール 

 

訓練の様子 

 

耐震補強、介護改修 

リフォーム＆新築 

 

 
〒４８０-０１４１ 愛知県丹羽郡大口町上小口１‐２６３ 

TEL（０５８７）９５‐２２５２  
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減
量
・
分
別
に
つ
い
て
は
、

情
報
を
発
信
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
と
の
結
論
に
至

り
、
毎
月
発
行
し
て
い
る

か
わ
ら
版
に
ご
み
減
量
・

分
別
ポ
イ
ン
ト
や
役
立
つ

情
報
を
紹
介
し
て
い
き
ま

す
。
初
回
は
可
燃
ご
み
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。 

   

い
る
「
マ
ッ
プ
づ
く
り
」
の

研
修
を
目
的
に
し
て
お
り
、

防
犯
上
の
注
意
点
を
ま
と

め
た
南
粕
谷
地
区
の
マ
ッ

プ
は
大
い
に
参
考
に
な
り

ま
し
た
。 

 

今
後
の
北
地
域
自
治
組

織
の
活
動
に
役
立
て
て
い

き
ま
す
。 

    

環
境
部
会
で
は
、
事
業

目
標
及
び
各
地
域
で
行

わ
れ
た
「
ふ
る
さ
と
井
戸

端
会
議
」
の
結
果
を
踏
ま

え
、
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見

の
中
か
ら
「
ご
み
の
減

量
」
に
焦
点
を
当
て
て
毎

月
会
議
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
ご
み
の 

 

    

９
月

24
日
（
水
）
に
理

事
を
中
心
と
し
た

12

名

で
、
知
多
市
南
粕
谷
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
（
昭
和

59
年
発

足
）
を
視
察
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
知
多
市
南
粕
谷
地

区
は
、
高
齢
化
率
40
％
（
市

内
第
１
位
）
と
い
う
現
状

を
抱
え
な
が
ら
、
地
域
の

課
題
に
対
し
て
自
治
組
織

が
主
体
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
地
域
で
す
。
代
表
的

な
取
組
み
と
し
て
、
住
民

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

で

運

営

（
喫
茶
、
軽
食
を
有
料
で

提
供
）
す
る
高
齢
者
の
交

流
の
場
「
南
粕
谷
ハ
ウ
ス
」

や
「
安
全
・
安
心
マ
ッ
プ
」

の
作
成
を
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、
地
域
の
特

徴
に
沿
っ
た
取
り
組
み
を

地
域
の
住
民
が
参
加
し
や

す
い
よ
う
に
工
夫
し
な
が

ら
行
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

今
回
の
視
察
は
、
横
断

的
事
業
と
し
て
検
討
し
て 

 

「こんな時に助け合えるといいな」「地域のみんなでこんなことをやってみた

い！」など、日頃思っていることはありませんか？大口町北地域自治組織では、

そういったご意見について一緒に考え、住み良い北地域づくりをしていきたい

と考えています。たくさんのご意見お待ちしております。 

ご協力いただける方は、切り取って、 

役場町民安全課（ＦＡＸ９５－５７２１） 

または、お近くの理事・地域委員に 

お渡しください。 

✂ キ リ ト リ ✂ 

あなたのご意見・アイディアを記入してください。 

先
進
地
視
察
報
告 

知
多
市
南
粕
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ 

 
～
資
源
の
分
別
に
あ
な
た
の
力
を
～ 

◆可燃ごみの減量ポイント◆ 

 可燃ごみで出されるごみには、リサイクル可能なご

みが約３割を占めています。可燃ごみを減らすには、

一人ひとりの工夫と意識が重要です。大切な資源を守

るため、適切な分別に心掛けましょう。 

▼資源ごみを混入しない。 

 容器包装プラスチック、雑紙は資源ごみへ 

▼剪定枝・草を混入しない。 

 町指定の大口町有機資源保管所へ持ち込みましょう。 

 場所  大口町御供所一丁目１０番地 

 搬入日 日・火・金曜日 

▼生ごみの水切りに心掛けよう。 

 生ごみは生活の中で必ず出るもので、その多くは水

を含み重くなっています。基本は濡らさないようにし

捨てる前に水切りをもうひと絞りしましょう。 

  

南粕谷「安全・安心マップ」  


